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はじめに

このマニュアルは、OpenWindows™環境から Solaris™共通デスクトップ環境
(Solaris Common Desktop Environment、以降 Solaris CDEとします)へ移行しようと
しているユーザーを対象としています。

Solaris CDEは Sun Microsystems、IBM、Hewlett-Packard、Novellの各社が共同開
発した CDE標準に準拠しています。CDEによって、UNIXシステムで動作するアプ
リケーションの移植性と操作性が向上します。OpenWindows環境と比較した場合
は、CDEアプリケーションはより直感的に操作できます。また、他の動作環境との操
作面での共通性も向上します。

Solaris CDEはWebでの使用に対応しており、Webページをはじめ、Web上のファイ
ル、電子メールなどを表示および操作できます。このマニュアルでは、CDEのグラ
フィカル動作環境について以下の各章で説明します。

� デスクトップ
� ウィンドウとオブジェクト
� ユーザーによる設定の変更
� ログインセッション

必要に応じて、OpenWindowsと CDEプラットフォームの機能を比較しながら説明
します。

このマニュアルでは CDEの特徴と機能の概要を説明します。このマニュアルで紹介
される各機能の詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』と
CDEオンラインヘルプを参照してください。

注 –このマニュアルでは、Solaris共通デスクトップ環境 (Solaris Common Desktop
Environment)を、以降 CDEとします。
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Sunのオンラインマニュアル
http://docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照するこ
とができます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を
おこなうこともできます。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、またはコード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力とは区別して示
します。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、または強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を越える場合、バック
スラッシュは継続を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェルプロンプト
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system% command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのプロンプト

system$ command y|n [filename]

� スーパーユーザーのプロンプト

system# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の場合、filenameは省略してもよいことを示し
ます。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引き数のうち 1つだけ
を指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、 Pnetium
II Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeonの各プロセッサ、および
AMD、Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。
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第 1章

OpenWindows環境から Solaris CDE
への移行

この章では、OpenWindows環境から CDE環境にはじめて移行する場合について説
明します。CDEのログインプロセスと CDE環境について詳しく解説します。

� 9ページの「はじめて CDEにログインするには」
� 10ページの「デスクトップ」
� 15ページの「ウィンドウとオブジェクト」
� 20ページの「ユーザーによる設定の変更」
� 23ページの「オンラインヘルプとユーザーマニュアル」

必要に応じて、OpenWindowsと CDEプラットフォームの機能を比較しながら説明
します。

このマニュアルでは CDEの詳細は説明しません。詳細な手順および説明について
は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』と CDEのオンラインヘル
プを参照してください。

はじめて CDEにログインするには
1. ワークステーション上でログイン画面を表示します。

2. 「オプション」メニューから「セッション」を選択します。

3. 「共通デスクトップ環境 (CDE)」を選択します。

ログイン画面上に CDEのロゴが表示されます。

4. ユーザー名を入力して「了解」をクリックします。

通常の UNIXユーザー名とパスワードを使用します。OpenWindowsから移行する場
合は、OpenWindows環境で使用していたユーザー名とパスワードを使用します。ロ
グインできない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

パスワードの入力が求められます。
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5. パスワードを入力して、「了解」をクリックします。

CDEへのログインが完了し、ウェルカム・メッセージ、デフォルトのワークスペー
ス、フロントパネルが表示されます。

注 –ログインについては、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の第
2章「デスクトップ・セッションの開始」を参照してください。

次の項目を読みながら、CDEデスクトップを実際に使ってみましょう。

デスクトップ
CDEや OpenWindowsのデスクトップなどのグラフィック環境では、ユーザーの利
用可能なアプリケーション、ファイル、および各種機能はウィンドウなどのグラ
フィックオブジェクトとして表されます。CDEにログインすると、CDEの「デスク
トップ」が表示されます。
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図 1–1 CDEのデスクトップ

CDEのデスクトップ
CDEのデスクトップは、選択した「ワークスペース」(背景)上に配置された「フロン
トパネル」から構成されます。フロントパネルには、使用中のワークステーションに
関する情報が表示されます。フロントパネルでは、アプリケーションの起動、ログア
ウト、複数のワークスペース間の切り替えなどができます。OpenWindows環境と同
様、「ワークスペースメニュー」も使用できます。

フロントパネル
フロントパネル (図 1–2参照)には、どのワークスペースでも利用できる、頻繁に使用
するコントロールとデスクトップサービスがまとめられています。

フロントパネルには、サブパネルを持つものがあります。サブパネルには、フロント
パネルのコントロールに関連した頻繁に使用するコントロールが含まれます。サブパ
ネルを開くには、フロントパネルのコントロール上部の三角形をクリックします。サ
ブパネルを閉じるには、フロントパネルのコントロール上部の逆三角形をクリックし
ます。
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ほとんどのアプリケーションは、フロントパネル上のコントロールからアクセスでき
ます。フロントパネル上にないアプリケーションは、アプリケーションマネージャを
使用して起動します。

図 1–2フロントパネルとアプリケーションマネージャ

ヒント –フロントパネルをアイコン化して、デスクトップで使用可能なスペースを増
やすことができます。

ワークスペース
それぞれのワークスペースは、独立した画面またはデスクトップと見なすことができ
ます。同時に複数のワークスペースは表示できませんが、すべてのワークスペースで
アプリケーションを同時に実行できます。ワークスペースを切り替えるには、フロン
トパネル中央の「ワークスペーススイッチ」をクリックします。

デフォルトでは 4個のワークスペース (ワークスペース 1～ワークスペース 4)が利用
できます。

ヒント –あるアプリケーションを特定のワークスペースまたはすべてのワークスペー
スに表示するかを指定できます。タイトルバーの上でマウスボタン 3をクリックし、
ポップアップメニューから項目を選択します。

「ワークスペース」メニュー
ワークスペースの未使用領域でマウスボタン 3をクリックすると、「ワークスペー
ス」メニューが表示されます。「ワークスペース」メニューには、フロントパネルと
アプリケーションマネージャが含まれます。ほとんどのアプリケーションは「アプリ
ケーション」メニュー (図 1–1を参照)に含まれます。
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アプリケーションとアクション
CDE環境でアプリケーションを起動するには、フロントパネル上のコントロールをク
リックする、アプリケーションマネージャでアイコンをダブルクリックする、また
は「ワークスペース」メニューから選択します。

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

デスクトップからアプリケー
ションを実行

「ワークスペース」メニュー
からメニュー項目を選択

フロントパネル上のコント
ロールをクリック。

「ワークスペース」メニュー
からメニュー項目を選択。

アプリケーションマネー
ジャでアイコンをダブルク
リック

フロントパネルに個人アプリ
ケーションを追加

利用不可 (フロントパネルがな
い)

プログラムのアイコンをサブ
パネルの「アイコンのインス
トール」にドロップ

OpenWindowsアプリケー
ションを実行

「ワークスペース」メニュー
からメニュー項目を選択

アプリケーションマネー
ジャの OpenWindowsフォル
ダでアイコンをダブルク
リック

目的のファイルをフロントパネルのドロップ領域にドロップして、アプリケーション
を実行することもできます。たとえば、ファイルを「プリンタ」アイコンにドロップ
すると、そのファイルが印刷されます。

ヒント –端末エミュレータ上で UNIXコマンドを入力して、アプリケーションを起動
することもできます。端末エミュレータを表示するには、フロントパネルの「ホス
ト」サブパネルの「このホスト」を選択します。

アプリケーションマネージャ
アプリケーションマネージャを使うと、アイコンをフォルダ別に整理して保存できま
す。たとえば、OpenWindowsフォルダからアイコンをクリックして、
OpenWindowsのアプリケーションを起動できます。図 1–2を参照してください。
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ファイルの操作
OpenWindowsと同様に、CDEでもファイルマネージャやファイル検索アプリケー
ションを利用できます。これらのアプリケーションや、その他のファイル関連のデバ
イスおよびアプリケーションにアクセスするには、「ファイル」サブパネルを使用し
ます。

図 1–3「ファイル」サブパネル

ファイルマネージャでは、ファイルとフォルダは、それぞれの種類を表すアイコンと
して示されます。アイコン上でマウスボタン 3をクリックすると、選択されたオブ
ジェクトに対するオプションが表示されます。オブジェクトをダブルクリックする
と、そのオブジェクトのデフォルトのアクションが実行されます。たとえば、圧縮
ファイルをダブルクリックするとファイルが解凍され、オーディオファイルをク
リックするとファイルが再生されます。

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

ファイルの検索 ファイルマネー
ジャの「ファイル」メニュー
から「検索」を選択

「ファイル」サブパネルか
ら「ファイル検索」をク
リック
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タスクまたは機能 OpenWindows CDE

ファイルに対してアクション
を実行

マウスボタン 3をクリックし
て、ポップアップメニューか
ら項目を選択

ファイル上でマウスボタン 3
をクリックして、ポップ
アップメニューから項目を選
択。

目的のドロップ領域まで
ファイルをドラッグ＆ド
ロップ。

「ファイル」サブパネル上の
コントロールをクリック

ファイルの印刷 ファイルマネージャでファイ
ルを選択して、「ファイル」
メニューから「印刷」を選択

フロントパネルの「プリン
タ」コントロールにファイル
をドラッグ＆ドロップ

フロッピーディスクまたは
CD-ROMにアクセス

ファイルマネー
ジャの「ファイル」メニュー
から「フロッピーの
チェック」を選択

「ファイル」サブパネルか
ら「フロッピーディスクを表
示」または「CD-ROMを表
示」をクリック

ファイルの削除
OpenWindowsと同様に、CDEにも「ごみ箱」機能が用意されています。ごみ箱は、
削除候補オブジェクト (ファイルやフォルダ)の一時保管場所です。

オブジェクトを選択してごみ箱に移動するには、オブジェクトをドラッグ＆ドロップ
するか、特定のメニュー項目を選択するか、Deleteキーを押します。ごみ箱に移動
したオブジェクトは、元のフォルダには表示されません。

OpenWindowsでは、ファイルマネージャを終了すると、ごみ箱の中身を廃棄するか
どうか確認を求められます。

CDEで削除したファイルを完全に廃棄するには、「ごみ箱」サブパネルの「ごみ箱を
空にする」コントロールを使用します。OpenWindowsでファイルを完全に廃棄する
には、「ごみ箱」アプリケーションの「ごみ箱を空にします」ボタンを使用するか、
ファイルマネージャの終了時に確認メッセージに答え、ごみ箱を空にします。

ウィンドウとオブジェクト
ウィンドウ、アイコン、ダイアログボックスなどの使用方法は、OpenWindows環境
と CDE環境で多少異なります。
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ウィンドウの操作
アプリケーションのウィンドウには、共通のコントロール、タイトル領域、グラブハ
ンドルがあります。図 1–4を参照してください。

図 1–4 CDEウィンドウのコントロール

「アイコン化」ボタンをクリックすると、ウィンドウがアイコン化されます。「最大
表示」をクリックすると、最大サイズ (フルスクリーン)でウィンドウが表示されま
す。

CDEと OpenWindowsでは、「閉じる (クローズ)」は別の意味を持ちます。CDEで
は、ウィンドウを閉じると、アプリケーションは終了します。OpenWindowsでは、
ウィンドウを閉じるとアプリケーションはアイコン化され、アプリケーションの実行
は継続します。

表 1–1ウィンドウコントロールの比較

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

ウィンドウのアイコン化 「ウィンドウ」メニューか
ら「クローズ」を選択

「アイコン化」ボタンをク
リック
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表 1–1ウィンドウコントロールの比較 (続き)
タスクまたは機能 OpenWindows CDE

ウィンドウを展開または拡大 ウィンドウ枠をダブルク
リック。垂直方向に展開

「最大表示」ボタンをク
リック。ウィンドウが画面
いっぱいに表示される

ポップアップウィンドウとダ
イアログボックスを削除

プッシュピンをクリック 「ウィンドウ」メニューか
ら「閉じる」または「取消
し」を選択。

ダイアログボックスで「閉じ
る」または「取消し」ボタン
をクリック

アプリケーションを終了 「ウィンドウ」メニューか
ら「終了」を選択

「ウィンドウ」メニューか
ら「閉じる」を選択するか、
「ファイル」メニューか
ら「閉じる」を選択

ウィンドウを移動 コーナーを除くウィンドウ枠
の任意の点をグラブして移動

タイトルバーをグラブして移
動

注 –ウィンドウを閉じることと、アプリケーション内でファイルを終了することを混
同しないようにしてください。

詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の第 1章「基本スキ
ル」を参照してください。

テキストとオブジェクトの移動
CDEでは、クリップボード機能、ドラッグ＆ドロップ機能、およびコピー機能を使用
できます。

クリップボード
CDEのクリップボードは、テキストとグラフィックスを同時に処理できます。ほとん
どの CDEアプリケーションの「編集」メニューには、クリップボードの標準項目
(カット、コピー、ペースト)が用意されています。表 1–2のように、キーの組み合わ
せを使用して、カット、コピー、およびペーストを実行することもできます。
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表 1–2クリップボードのキー割り当て

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

カット Meta-Xまたは Cut Alt-X、Control-Delete、ま
たは Cut

コピー Meta-Cまたは Copy Alt-C、Control-Insert、ま
たは Copy

ペースト Meta-Vまたは Paste Alt-V、Shift-Insert、また
は Paste

ドラッグ＆ドロップ
OpenWindowsと同様に、CDEでも選択したオブジェクトまたはテキストを、アプリ
ケーション内のある場所から別の場所にドラッグできます。1つのアプリケーション
から別のアプリケーションにドラッグすることもできます。CDEでは OpenWindows
とは異なり、アイコン化されたプログラムのアイコンにはオブジェクトをドロップで
きません。代わりに、オブジェクトやテキストをフロントパネルにドロップできま
す。

表 1–3ドラッグ＆ドロップの動作

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

ワークスペースにアイコ
ンをドロップ

アプリケーションが起動される ワークスペース上にアイコンが
表示される。元の項目はファイ
ルマネージャ上に残る

テキストまたはファイル
をメールプログラムの
メッセージ領域にド
ロップ

メッセージの本文に挿入される 「新規メッセージ」ウィンドウ
の場合だけサポートされる。テ
キストあるいはファイルの内容
が挿入された位置に表示される

テキストまたはファイル
をメールプログラムの添
付領域にドロップ

メッセージが添付される 作成中のメッセージにファイル
が添付される。

ドロップされたテキストがテキ
ストファイルとして添付される

テキストウィンドウにテ
キストをドロップ

ドロップした場所にテキストが
表示される

テキストが挿入された場所に表
示される。「ファイル」メ
ニューから「取込み」を選択し
た場合と同じ
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表 1–3ドラッグ＆ドロップの動作 (続き)
タスクまたは機能 OpenWindows CDE

アイコン化されているア
プリケーションにファイ
ルをドロップ

ドロップされたファイルの
ファイルタイプが適切ならば、
アプリケーションはデフォルト
のアクション (ファイルを開
く、ファイルを印刷するなど)
を実行する

サポートされていない

詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の第 1章「基本スキ
ル」を参照してください。

転送ボタン
OpenWindowsでは、マウスボタン 2はアジャストボタンと呼ばれ、マウスボタン 1
で選択した位置の右側のテキストを強調表示するために使用します。CDEでは、マウ
スボタン 2を転送ボタンとして使用し、選択されたテキストを転送 (コピーを作成)し
ます。

転送はコピー＆ペーストやドラッグ＆ドロップよりもすばやく実行できるため、長い
ファイルのパスをファイルマネージャにコピーする場合や、端末エミュレータウィン
ドウにコマンドをコピーする場合などに便利です。転送を実行しても、クリップボー
ドの内容は変更されません。

� 選択したテキストを転送するには
1. マウスボタン 1を押しながらドラッグして、転送するテキストを選択します。

2. マウスボタン 1を離します。

3. テキストを転送する位置にマウスを置いて、マウスボタン 2をクリックします。

新しい位置にテキストがコピーされます。元の位置のテキストは削除されません。

4. (省略可能)別の位置にテキストを転送するには、手順 3を繰り返します。

マウス
CDEでは、3ボタンマウスの場合は、ポイント＆クリック、ドラッグ＆ドロップ、転
送などに 3つのマウスボタンを活用します。

CDEでは、Controlキーを押しながらマウスボタン 1をクリックして、ウィンドウ
の複数の要素を選択します。OpenWindowsでは、マウスボタン 2を使用します。た
とえば、ファイルマネージャのウィンドウで複数のファイルを選択する場合や、メー
ルプログラムのメッセージのヘッダリストから複数のメッセージを選択する場合など
に、このマウスボタンとキーボードキーの組み合わせを使用できます。
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キーボードニーモニックと特殊キー
OpenWindowsアプリケーションと異なり、CDEアプリケーションでは「ニーモ
ニック」(既定義のキー組み合わせ)を使用して、マウスを使用せずにメニュー項目を
選択できます。あるメニュー項目に対するニーモニックは、そのメニュー項目名に含
まれる下線付き文字で示されます。たとえば、ファイルマネージャの「ファイル (F)」
メニューでは文字 Fがニーモニックになります。キーボードからメニューを使用する
場合は、Altと下線付き文字キーを押します。たとえば、ファイルマネー
ジャの「ファイル (F)」メニューを使用するには、Alt-Fキーを押します。

OpenWindowsと同様に、CDEでは Sunワークステーションに標準装備されている
キーボードをサポートしています。IAベースのシステムで使用されているキーボード
では、特殊なキー組み合わせを使用する必要があります。たとえば Metaキーの代わ
りに Control-Altキーを使用するなど、用意されていないキーをエミュレートする
必要があります。

タスクまたは機能 OpenWindows CDE

メニューへのアクセス ポイント＆クリック マウスをポイント＆ク
リック。

キーボードニーモニックを使
用 (Alt-下線付き文字キー)

1つのアプリケーションから
別のアプリケーションに
フォーカスを移動

ウィンドウをクリック ウィンドウをクリックする
か、ウィンドウにフォーカス
が移るまで Alt-Tabキーを
押す

キー割り当て OpenWindowsデフォルト設
定

CDEデフォルト設定。
OpenWindowsデフォルト設
定と同じ

Deleteキー 前の 1文字 (カーソルの左)を
削除

次の 1文字 (カーソルの右)を
削除

ユーザーによる設定の変更
ユーザーによる設定は、フロントパネルから「アプリケーション・マネージャ—
Desktop Controls」を起動して行います。
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起動とシャットダウンの設定の変更
デフォルトでは、CDEはログアウト時に現在のセッション (ログアウト時に実行中の
アプリケーションの詳細情報)の設定を保存し、次回ログイン時に現在のセッション
を再開します。スタイルマネージャの「起動」をクリックして、ログイン動作などを
変更できます。

ヒント – CDEのログイン画面でのログインの際の環境設定をカスタマイズするには、
$HOME/.dtprofileファイルを変更します。OpenWindowsでは、変更内容は
$HOME/.loginまたは $HOME/.profileファイルに保存されます。

アプリケーションの追加
� フロントパネルにアプリケーションを追加できます。追加したいアプリケーション
アイコンをサブパネルの「アイコンのインストール」ドロップ領域にドロップしま
す。

� アプリケーションマネージャにアプリケーションを追加するには、このアプリケー
ションに対するアクションを設定します。

� 「ワークスペース」メニューにアプリケーションを追加するには、「ツール」サブ
パネルの「メニューに項目を追加」をクリックします。

アプリケーションの設定の変更
ある CDEアプリケーションだけに関係する設定を変更するには、「ファイル」また
は「オプション」メニューの「オプション」または「フォーマット」メニュー項目を
使用します。OpenWindowsアプリケーションでは、この設定の変更は「ワークス
ペース」メニューからアクセスする「プロパティ」ダイアログボックスで行います。

カラーとフォントの設定の変更
カラーを設定するには、スタイルマネージャの「カラー」ダイアログボックスを使用
します。フォントのサイズ、種類、文字グループなどを設定したり、フォントグルー
プを追加または削除したりするには、スタイルマネージャの「フォント」ダイアログ
ボックスを使用します。
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CDEのスタイルマネージャは、OpenWindowsの「ワークスペース」メニューの「プ
ロパティ」ダイアログボックスに対応しています。

注 –デスクトップのカラー設定を変更する場合は、カラーの組み合わせによっては、
画面が見づらくなる場合がありますので注意してください。詳細は、
/usr/dt/man/man1にある dtsession(1)または dtstyle(1)のマニュアルペー
ジの ColorUse、dynamicColor、foregroundColor、shadowPixmapsの各リ
ソースあるいは Color Serverセクションを参照してください。

カラーのフラッシュ現象
24ビットのグラフィックカードが搭載されていないワークステーションを使用する場
合は、実行するアプリケーションによって「カラーのフラッシュ現象」が発生するこ
とがあります。これはデスクトップでアプリケーションだけが間違ったカラーで表示
される現象です。このアプリケーションにフォーカスを移すと、アプリケーションは
正しいカラーで表示され、デスクトップのその他の部分が間違ったカラーで表示され
ます。これは X Window Systemの制限事項です。

OpenWindowsでこのカラーのフラッシュ現象が発生した場合は、CDEでも同様の現
象が発生することがあります。多くの場合は、スタイルマネージャの「カラー」ダイ
アログボックスの「色の数」の設定を変更すると、カラーのフラッシュ現象は防止で
きます。

キーボードの設定の変更
CDEでは OpenWindowsのデフォルト設定と同じキーボードの特殊キーの組み合わ
せがサポートされています。ただし、OpenWindowsで新たに設定したキーボード設
定は、CDEでは使用できません。CDEで再設定する必要があります。詳細は、
『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の第 7章「デスクトップ環境の
カスタマイズ」を参照してください。UNIXのキーボードの割り当てを変更する場合
は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の第 10章「テキスト・エ
ディタの使い方」を参照してください。

マウスの設定の変更
CDEでは 3ボタンマウスがサポートされています。マウスの設定を変更するには、ス
タイルマネージャの「マウス」をクリックします。CDE環境にいる限り、マウスのデ
フォルトの動作は同じです。デフォルトの設定を変更するには、スタイルマネー
ジャの「マウス」ダイアログボックスを使用します。CDEでは「マウス」ボタンの割
り当ては「利き腕」の設定によって変更できます。
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印刷の設定の変更
CDEでは、印刷の状態と印刷コマンドはフロントパネルの「個人プリンタ」サブパネ
ルから利用できます。プリンタ設定に関する一部のタスクを実行するには、root (スー
パーユーザー)となって構成ファイルを変更する必要があります。

オンラインヘルプとユーザーマニュアル
「ヘルプ」サブパネルのAnswerBook2コントロールを使用して、Solaris CDE環境の
オンラインマニュアルにアクセスできます。オンラインマニュアルでは、表示の階層
化、全文検索、ハイパーテキストへのリンクなどがサポートされています。

さらに、ヘルプボリュームも用意されています。次のいずれかの方法でオンラインヘ
ルプにアクセスできます。

� 「ヘルプ」キーを押します。
� アプリケーションのメニューバーから「ヘルプ」を選択します。
� 「ヘルプ」サブパネルからコントロールを選択してクリックします。
� 「ワークスペース」メニューから「ヘルプ」を選択します。

OpenWindowsとは異なり、CDEのヘルプボリュームでは、詳しい索引、複数のボ
リュームの目次、印刷、コピー＆ペーストなどの機能が用意されています。
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